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1 日目 ４月２４日（土）9:30～16:30 
  ①基調講義 実践力を高める活動に取り組むに当たって、実践を「語り」「聴き」 
「読み」「書く」、そして実践を支える理論を「読み」「受講する」ことについて考える。教職大学院
のベースになることについての講義である。 
  ②長期実践報告書を読む。 
  ③グループで感想を紹介し合う。 
 ２日目 ４月２５日（日）9:30～16:00 
  ①実践記録を読み、その実践記録について自分の思いをまとめて書く。 





 ①基調講義 定期的なカンファレンスの意味と合同カンファレンスの目指すものに 
ついての講義。 
 ②クロス・セッション この春の動きを語り合い、経験をつかみ直す。 
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（４）１０月合同カンファレンス 
  テーマ：「他校の研究から学ぶ－長期実践報告・1 年目のまとめの構想に向けて」 
  １０月２３日(土) 9:30～12:30 
   ①基調報告 セッションに入る前の話題提供として、他校の研究から学ぶことの意 
味に関してのスタッフからの報告。 
   ②セッションⅠ 他校の研究から学んだことについて、グループ 1 で話し合う。 
   ③セッションⅡ 長期実践報告・1 年目のまとめの構想をグループ２で語り合う。 
（５）１１月合同カンファレンス 
  テーマ：「若い世代を支える－長期実践報告・1 年目のまとめの構想に向けて」 
 １１月２７日(土) 9:30～12:30 
   ①話題提供 院生の学校における、「若い世代を支え学び合う学校」実践事例の報告。 
   ②セッションⅠ 若い世代を支え合う経験について、グループ 1 で語り合う。 
   ③セッションⅡ 長期実践報告・1 年目のまとめの構想をグループ２で語り合う。 








（１）第１回 Fukui Round Tables Summer Sessions 2010 
「専門職としての実践力をどう培うか、学び合うコミュニティを支える大学の可能性」 
第 1 日 ６月２６日（土）13:30～17:00 「専門職として学び合うコミュニティ」 
  Session１ 専門職としての実践力を培う・・・全体会 
   さまざまな領域において、専門職としての実践力とは何か、そしてその力をどう 
培っていくのかの実践と研究が進められている。４つの領域それぞれの代表者が 
取り組みを語り、それを聞く。 
  Session２ ４つの領域：専門職として学び合うコミュニティ・・・４つの分科会 
   次の４つのグループにおいて、それぞれ発表者の取り組みを聞き討議する。 
   ①専門職として学び合うコミュニティとしての学校における協働研究の展開と編成 
   ②コミュニティの学習を支援する専門職  
   ③特別なニーズのある人との係わり合いから学ぶこと 
   ④医療・看護の専門職における実践力形成 












（２）第２回 Fukui Round Tables Spring Sessions 2011 







Zone A 学校：新しい時代の学びを拓く・・・学校拠点の実践研究 
Zone B 教師：教師の力量形成を支える・・・教師教育改革の実践 
Zone C コミュニティ：職場と地域の学び合うコミュニティ 
SessionⅡ シンポジウム１ 社会力＝新しい時代に生きる力を育てる 
       シンポジウム２ 教師教育改革の展望 
       シンポジウム３ アジアの教師教育 
SessionⅢ フォーラム テーマ別の話し合い問いを深める 
Zone A 学校：学校拠点の実践研究の接続的な発展 
Zone B 教師：教師教育改革の実践と展望 






























５ FD 研究会（スタッフによる研究会） 







（１）教職大学院教職開発専攻 Y さんの、学校改革実践研究報告（No.76） 
       「子どものコミュニケーションを支える～表す力、伝える力、受け取る力～」 
   を読んでの報告。 
（２）私の教師生活の歩み。 
（３）スクールリーダーコース（M1）T 先生（F 高等学校教諭）の拠点校の展開と課題 
「F 高等学校におけるスクールリーダー院生の展開と課題」の概要。 
二度の公開授業、学校設定教科「研究」の取り組みの一端についての報告。 
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１ 学習指導－教師として自分自身の学ぶ意欲をどう高めるか  
① 熱心な先輩・同僚教師・生徒  
② 教科指導(数学、数学教育）  
③ 研究会活動（公的・私的）  
④ パーソナルコンピュータ（進化）  








































① 担任業務・学年会・保護者  
② 校務分掌（教務・生徒指導・進路・進学・保健・生徒会ほか）  
③ 生徒の意欲と学習の関係（生徒の意欲をいかに高めるかは永遠のテーマ）  
④ 進路指導は教師の哲学（進学指導、就職指導、キャリア教育）  
⑤ 部活動と学習意欲（バスケットボール部、野球部、ソフトボール部、数学研究部）  
⑥ 長期研修（東京：国立教育研究所、半年間）  
⑦ テストで能力が分かるか(テスト問題をいかに作るか、評価、テスト理論）  
⑧ 伝統校と新設校 
O 高等学校 普通科、商業科、家庭科 
      K 高等学校 普通科、理数科 
      KA高等学校（新設校）普通科、情報処理科、経理科 
     新しい学校を創っていく、成長する学校、教師が成長する学校の教育力 
       教師の力量を高める取り組み、地域の期待と支援、町の支援 
















① 児童生徒理解（マイライフの開発・実施、予防的・開発的教育相談活動）  
② 教職員研修講座（教育相談研修、心理検査研修、進路指導研修、出前研修）  
③ 教育相談事業（来所相談、電話相談）  
福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）
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 ④ 適応指導教室(フレンド学級）  
⑤ 事例研究会 （所内ケーススタディ、内地留学生の受け入れ） 
⑥ 研究（研究紀要、研究発表会） 
⑦ コンサルテーション事業 （学校、地域） 


















① 課長 福井県教育研究所（相談課、教育相談課） 
  コミュニティ形成とネットワークづくり 
  教育相談関連事業推進 予防的教育相談事業の推進、集団体験活動パイロット事業 
  教育相談事業と学校への還元 学校との連携強化、所内他課との連携 
研修講座の新しい展開、管理職研修講座 
全国、東海北陸教育研究所連盟におけるネットワーク 
  教職員等中央研修講座（校長・教頭研修講座 文部省主催）参加 
平成７年１月５日(木)から３週間参加（1 月 17 日に阪神大震災が発生した） 
国立教育会館筑波分館での合宿研修 全国の方々とのネットワーク 
② 教頭 K 高等学校  
学校活性化 カリキュラムの充実、環境整備、校内人事、ホームページの充実 
    理数科の復権 理数教育の充実、広報活動 
    ＰＴＡと同窓会活動の活性化  
   国際交流事業 姉妹校との交流 
福井県高校生の国際交流事業 
    アメリカ ニュージャージー州 ラムジー高校、ニュープロビデンス高校など 
教師教育研究　Vol.4
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生徒４５名と訪問 副団長として参加 
（世界貿易センターを見学したが、この半年後２００１．９．１１の悲劇発生） 
③ 校長 O 高等学校 （福井県高等学校校長協会教育課程委員会） 
 本校  
    週完全５日制と福井県学区撤廃に向けての対策と取り組み 
   カリキュラム再編成 総合的な学習の時間と教科情報 
      進路指導の充実 学問発見講座、職業発見講座、大学発見講座 
    文化面の環境整備   図書指導、学校の校史コーナー、コミュニティーホール活用 
      市教委、中学校との連携 学習面での連携、教科別中高合同研究部会の組織と活動 
   同窓会活動 創立１００周年準備、会報の充実と広報 
   定時制（昼間二部制） 
定時制教育の充実、人事異動と教員配置、三修制の特色 
④ 校長 T 高等学校 （福井県高等学校校長協会副会長・会長） 
  本校・定時制・分校の連携 
       合同会議実施 生徒指導での連携協力、３機関の人事交流、教科会の連携 
     特色ある学校づくり 活性化プラン、学力向上、授業研究 
   危機管理 徴収金の適正支出問題、交通事故防止活動、報告・連絡・相談体制 
ＰＴＡと同窓会による支援 学校支援体制、全国ネットワーク（各支部の活動） 
福井豪雨ボランティア活動 
  本校 
福井県一学区制に伴う対策 中学校との連携 
進路指導の充実  進路指導室・進路資料室の整備 図書館の機能アップ 
      オープンスクールの充実と広報活動 
理数科の充実 カリキュラムの改善、全国理数科校長会との連携 
スーパーサイエンスハイスクール取得に向けての取り組み 
      文化芸術面・学校行事と会館利用、空調設備、土曜補習、特別講演会実施 
   定時制(単位制） 
   単位制教育の充実 生徒増に伴う教育体制整備、人事交流 
      教育相談体制整備 校内事例研究会、スーパーバイザー配置、保護者相談の実施 
   分校 
   分校の活力とエネルギー 中高一貫教育、生徒募集と広報活動、人事交流 





















                                                 （荻生徂徠） 
 
５ 私立学校－私学教育を通して学校教育の拡がりを学ぶ 
学校法人 K 学園、FK 大学教養部特任講師 
兼務 FK 大学附属 F 高等学校、同衛生看護専攻科校長（４年間） 
兼務 FK 大学附属 F 中学校校長（２年間） 
  F 高等学校 
 学校改革と学校マネジメント 
  建学の精神と文武両道 スクールアイデンティティー 
多学科・多コースの改編 第１期「普通科が新しく生まれ変わります」 
 ６学科１１コース→３学科１３コース 普通科、工業科、衛生看護科・専攻科 
    正規の教員と非常勤講師のバランスを整備 
教育カリキュラム 普通科教育の充実、授業の充実、公開授業、授業研究、 
         定期テストの重要性、学習評価 











教職員のメンタルヘルス スーパーバイザー メンタルヘルス研修会 
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 拠点校・連携校とのかかわり、公開研究発表会などの活動に参加してきた。どの活動においてもスタッフの先生方、
院生、学生、その他の参加者を問わず、非常に前向きな熱意が感じられ、何かとても頼もしく明るい気持ちで参加
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 学へ移られていじめ問題を中心に取り組まれた）、教育相談業務に当たられている心理系専門の何人もの先生方には
度々多くの時間を取っていただき、大変貴重なものをいただいた。この温かさは忘れられないものであるが、この






















































































 また、この６ヶ月間、K 高校の皆様に色々御迷惑をおかけしたこと、ここに深くお詫びの気持ちを申し上げたい。      


































  はじめに 
０ 主題の設定と展開について   
１ カウンセリング     
１．カウンセリングとは何か     
(1)カウンセリングという言葉の意味 (2)カウンセリングの歴史 
(3)カウンセリングと学校カウンセリング (4)カウンセリングの意義    
２．カウンセリングの本質    
(1)人間性回復 (2)カウンセリングの関係 (3)カウンセリングは援助の関係   
(4)カウンセリングは学習と創造の過程 
(5)カウンセリングは人間の特質にかかわってくることである   
３．カウンセリングの理論   
(1)指示的カウンセリング  (2)非指示的カウンセリング   (3)折衷的カウンセリング   
(4)その他のカウンセリング理論    
２ 学校カウンセリングについての一考察   
１. 学校カウンセリングの理論      
(1)カウンセリングと教育の関係 (2)学校カウンセリングと教育相談  
２．学校教育相談  
 (1)学校教育相談とは何か (2)学校教育相談における教師と生徒の関係   
 (3)学校教育相談の日本における歴史 (4)学校教育相談の考え方  
福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）
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  (5)学校教育相談の効用 (6)学校教育相談のすすめ方－高等学校  
(7)学校教育での位置づけ   
３ 高校教育と学校カウンセリング  
１．生徒たちへのアプローチ  
 (1)生徒たちの実態一都立教育研究所における研究   
 (2)生徒たちの実態一都立教育研究所における調査 (3)生徒たちの実態を知る   
２．学校教育相談での生徒たちとのかかわり   
 (1)教師としてのかかわり  (2)教育相談係（専任カウンセラー）としてのかかわり   
 (3)ホーム担任としてのかかわり (4)ホームルームでのかかわり (5)授業でのかかわり     
 (6)課外活動でのかかわり    
３．進路指導、生徒指導    
 (1)進路指導  (2)生徒指導      
４．問題をもつ生徒       
 (1)都立教育研究所の相談における最近の傾向 (2)問題をもつ生徒の理解と指導     
 (3)登校拒否        
５．高等学校と学校カウンセリング活動の状況  
 (1)Ａ高校（神奈川県 私立）   (2)都立Ｂ高校 (3)都立 C 高校   (4)都立Ｄ高校     
４ 学校カウンセリングと研修   
１．カウンセリングの学習  
２．都立教育研究所 教育相談長期自主研修会  
(1)自主研の概要  (2)私の参加した自主研   
３．都立教育研究所 学校教育相談（高校）研修会  
４．その他の研修  
５ 研修を終えて    
   主な研究会、研修会等参加日程、参考文献、 参考資料       









委の教育相談員別に構成され、１グループを 10 人前後のメンバーとし、年間約 30 回（週１回約３時間）の研修を
継続する。特に高等学校グループは、参加希望者も多く、３グループ（本所２グループ、分室１グループ）で行う。 
（ロ）自主研のねらうもの 
 自主研の各グループには、所員が１名ずつ毎回グループのメンバーの一員として参加の   うえ、世話人ある
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いは推進力としての役割を果たす。研修の進め方は基本的にはグループ   カウンセリングの方法を用い、メン















































































































 ① おとなしくて、黙っている生徒が扱いにくい。 

















 最後に、この私のつたない半年間の軌跡を、不治の病に犯され若くして他界した、K 高校昭和 55 年度卒業生 Y 君















































































１ 「教師教育研究 Vol.1、Vol.2、Vol.3」                    福井大学教職大学院 
２ 「コミュニティ・オブ・プラクティス」エティエンヌ・ウェンガー、 
リチャード・マクダーモット、ウイリアム・Ｍ・スナイダー 
 野村恭彦 監修／野中郁次郎解説／櫻井祐子訳         株式会社 翔泳社 
３ 「「熟議」で日本の教育を変える」 鈴木 寛              小学館 
４ 「学校と社会 デューイ(著) John Dewey (原著), 宮原 誠一 (翻訳)     岩波文庫 
５ 「学校教育相談」「続学校教育相談」    小泉 英二          学事出版 
６ 「高等学校 意欲を引き出す生徒指導」 小泉 英二          学事出版 
７ 「教育を支えるもの」 O.F.ボルノウ 森 昭、 岡田 渥美         黎明書房 
８ 「学校教育とキャリア教育の創造」 渡辺三枝子/鹿嶋研之助         学文社 
９ 「KJ 法－混沌をして語らしめる」 川喜田 二郎           中央公論社 
10 「発想法」、「続発想法」      川喜田 二郎                      中公新書 
11 「知的生産の技術」 梅棹 忠夫                   岩波新書 
12 「テストの科学－試験にかかわるすべての人に」 池田 央    日本文化科学社 
13 「教師のための教育相談 Q＆A ポケット－子どもたちへ思いをこめて－」 
福井県教育研究所 
14 「MyLife マイライフ－いきいきとした学校生活をめざして－」 福井県教育研究所 
15 「なぜ日本人は学ばなくなったのか」 齋藤 孝          講談社現代新書 
16 「間違いだらけの教育論」 諏訪 哲二                光文社新書 
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